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推奨環境
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＜パソコン仕様＞

●OS Windows10（32bit/64bit）・Windows11
●メモリ 空き容量が1G以上（推奨2G以上）
●CPU Core i3以上
●ヘッドセット USBタイプ
●ブラウザ GoogleChrome最新版
●セキュリティソフト Windowsセキュリティ（旧Windows Defender）

＜ネットワーク仕様＞

●通信帯域 上り下り速度が共に100Mbps以上の回線（コラボ回線を含むNTTフレッツ光回線⼾建タイプ推奨）
●接続⽅式 有線接続
●プロトコル PPPoE(IPv4)
●UTM ホワイトリスト化後に利⽤可能
●VPN ⾮推奨

弊社推奨環境以外でご利⽤の場合、サポートなど品質保証の
対象外とさせていただきますので、予めご了承ください



初めて利⽤する場合

初めてのご利⽤の際に以下の操作が必要です。
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②Googlechrome上の「tuneアイコン」をクリックし、
「サイトの設定」をクリックします。

①オペレーターログイン画⾯（Operator）からログインします。
※ログインに必要な情報がわからない場合は貴社内の管理者に

お尋ねください。

※OP画⾯右下に、「下記にアクセスして〜」というメッセージが表⽰された場合は下記⼿順を実施ください。
1.「アクセス」ボタンをクリックします。
2.「詳細設定」ボタンをクリックします。
3.XXX.XX.XXX.XXにアクセスする（安全ではありません）をクリックします。
4.Upgrade Requiredの⽂字が表⽰されれば、設定完了です。
※しばらくお待ちいただくと、発信ボタンがグリーンへと変わります。

③ Googlechromeの「プライバシーとセキュリティ」ページ
かから、マイクを「許可」してください。

①

②

③



架電⽅法を切り替える

架電⽅法のモードを切り替える場合は、⾚枠のいずれかで切り替えたいモードを選択します。
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架電の流れ
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①管理者から割当された架電先リストがログインすると表⽰されます。

②架電先に発信し、繋がった場合は電話対応します。

③対応した内容を⼊⼒して「情報をセットして次へ」をクリックします。

④次の架電先の情報が表⽰され、①の状態に戻ります。

架電する際は①から④のサイクルを繰り返します。

リスト・架電・架電結果の相関関係は以下の通りです。



OP画⾯操作①
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①表⽰された電話番号へ「発信」ボタンで発信します。

②表⽰とは別の電話番号へ発信するときには、⼩さい電話番号の欄を書き
換えてから発信します。

③架電先に紐付いた情報がある場合は、「基本情報」の欄で確認できます。

④保留ボタンで通話の保留や解除ができます。
また、転送ボタンを押して読み上げられた番号に、転送先のオペレーター
が発信すると通話が転送されます。

⑤終話ボタンで通話を終了します。

全てのモードで共通して、以下の⼿順で架電します。

①

②

③

④

⑤



OP画⾯操作②

変更する内容によって、⼊⼒欄がそれぞれ異なります。

①「事前情報」を更新する場合。
②「リサーチ情報」を選択する場合。
③「架電した結果」を選択する場合。（再コールが必要になった場合）
④その他、保存したいメモ情報がある場合。
⑤「情報をセットして次へ」をクリックして、⼊⼒選択した情報を保存。
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架電先との通話を終えたあと、その内容を履歴として保存する必要があります。

① ②

③

④

⑤



条件を指定して架電先を検索する
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条件を指定して架電する場合は、「検索架電・グループ内検索」を使います。

例）担当オペレーターが期間内に架電し、不在だったリス
トに架電する

①「検索架電」をクリック。

②検索条件を選択。
※架電結果ステータスで「不在」を選択
※更新情報ステータスで「更新⽇」「担当OP」を選択

③「検索」ボタンをクリック。

④表⽰された検索結果に架電する場合は、「検索結果をリ
ストで表⽰」をクリックします。

①

②

③

④



履歴確認
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保存された履歴情報は、画⾯下部に表⽰され、過去の対応の内容を確認できます。

「再⽣」ボタンをクリック
すると録⾳された通話内容
を聞くことができます。

過去の対応⽇（更新⽇）が本⽇の場合は、更新⽇の背景が図のように⾚く表⽰されます。



再コールする

「再コールがあります」をクリックすることで再コール先の⼀覧の確認や、そこから表⽰ボタンを押すことで架電先
への発信画⾯が表⽰されます。
再コールが不要になった場合は再コール⽇時をリセットして保存してください。
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再コールが設定されている場合、設定⽇になると「再コールがあります」 と画⾯にお知らせが表⽰されます。



その他の機能①
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①オートコール︓表⽰している電話番号に架電し、不在なら⾃動的に次の電話番号に架電します。
※別途オプション契約が必要です。
②郵便番号⼊⼒⽀援︓郵便番号から住所を検索できます。また、事前情報の欄にボタン⼀つで⼊⼒できます。
③ページ送り︓次の架電先や前の架電先の画⾯を開きます。
④再読み込み︓現在開いている架電先の情報を読み込み直します。⼊⼒した情報は保存されません。
⑤個⼈分析︓架電件数や受注件数などの情報を確認できます。
⑥OP別保有リスト︓何件の架電先が割り当てられているか、その内の何件が架電済みかを確認できます。
⑦ファイル参照︓管理者が登録した画像データを確認できます。
⑧⾃動発信︓チェックを⼊れて「情報をセットして次へ」を押すと、次の架電先に⾃動的に発信されます。

①

②

③
④

⑤ ⑥

⑦

⑧



その他の機能②
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オペレーター画⾯ヘッダー部分の「最⼩化」ボタンをクリックすることで、最⼩化されたウィンドウでの稼働が可能です。
最⼩化された画⾯では、リストの基本情報や履歴は⾮表⽰され、発信ボタン等の操作テーブルのみ表⽰されます。

※通話中に最⼩化すると通話が切断されますので、通話中は最⼩化の操作はお控えください。


